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論文内容要旨
 腸管からの鉄吸収は,体内の鉄貯蔵量,赤血球生成能,或は種々の食餌性因子によって影響され
 る事が知られている。即ちアルコルビン酸は鉄吸収を促進させ,叉食餌性蛋白(カゼイン)も15
 乃至18%で最適の吸収を示し,その含有量以下では白鼠の腸管からの鉄吸収を低下さす事が明ら
 かとされている。その他にも食餌性蛋白のアミノ酸組成,フイチソ,カルシウム,燐,ピリドキシ
 ソ,腸管のpH等も腸管からの鉄吸収に関係ある因子である事が知られている。
 然し乍ら,食餌性脂肪が腸管からの鉄吸収に如何なる影響を与えるかについては,従来若干の文
 献がみられるもの～,全く関心を引いていない様に思われる。著者は白鼠を用いて,これらの関係
 即ち食餌性脂肪の腸管からの鉄吸収に及ぼす影響を明らかにせんとして本研究を行なった。
 実験動物として,体重1109前後の雌のWistar蛋白鼠を選び各群を夫々5～6匹として,
 白米粉+4%ビタミン混合物を基礎飼料とし,これに検索せんとする物質,例えば大豆油などを混
 入して約2週間飼育して後,1963年Kroeの報告した方法に従い腸管からの鉄吸収に及ぼす
 影響をみた。飼育2週目の最後の日に59FeS・.4(10μc)叉は59FeC15(10μc)を胃カ
 テーテルにて・・,・胃内に確実に注入し,.15分・・30分,45分及び60分後に白鼠の尾より0・04
 πゑを採血,2寵忽の蒸留水を入れた試験管に入れて溶血を起こさしめたあとWelltype
 scint旦11ationcounterにて5分間測定し,1分間のカウント数で鉄吸収量を現わした。
 又59FeS・4叉は59FeC15注入2時間後に白鼠をエーテル麻酔にて殺し,肝臓を取り出し発煙
 硝酸及び発煙硫酸にて湿性灰化後,WeIltype§cintillati・ncounterにて同様
 な方法で測定し,59Feの肝内接取を肝19及び全肝の1分間のカウント数で現わした。
 尚本実験に先立ち,白米粉+4%ビタミン混合物の基礎飼料に塩類を加えるべきか否かを検討し
 たが,統計学的に有意の差で5%塩類添加群に鉄の吸収の増加を認めた。故に本実験では食餌性脂
 肪そのものの鉄吸収に及ぼす影響をみるため,あえて基礎食餌中に塩類の添加を行なわない事とし
 た。
 叉,更に腸管からの鉄吸収は,体内の鉄貯蔵量に影響されること,叉鉄は主として骨髄及び肝に
 貯蔵されることが明らかとなっているので,各食餌投与白鼠の肝内非Hemin鉄量を吉野民法によ
 り測定したが,各群間には統計学的に有意の差は認められなかった。
 次の5つの実験を行なった。
 実験1.大豆油の腸管からの鉄吸収に及ぼす影響(尚この食餌中の大豆油の腸管からの鉄吸収に
 及ぼす効果は従来確実視されている食餌中のカゼインの夫と比較検討された)。
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 実験2.'大豆油各種濃度の腸管が'らめ鉄吸収に及ぼす影響'
 実験3.リノール酸の腸管からの鉄吸収に及ぼす影響(大豆油,即ち植物油が腸管からの鉄の吸
 .収を促進する事が明らかとなったので,植物油に多く含まれる不飽和脂肪酸,即ちリノール酸の鉄
 吸収に及ぼす影響を検索した)。
 実験4.ビタミンEの腸管からの鉄吸収に及ぼす影響(植物油に多く含まれるビタミンEの鉄吸
 収に及ぼす影響をみた)。
 実験5.ラードの腸管からの鉄吸収に及ぼす影響
 以上の実験から次の如き知見を得た。
 1)白米粉に6%大豆油を添加した群の血中の鉄吸収及び肝への取り込みは統計学的に有意の差
 をもつて基礎飼料群より良好であった。
 2)大豆油の濃度による鉄吸収の差は認められなかった。
 3)4%リノール酸添加群の鉄吸収は基礎飼料群と殆ど差がなかった。
 4)6%ラード添加群の鉄吸収は基礎飼料群より良好と思われたが,6%大豆油添加群に比し統
 計学的に有意の差をもつて不良であった。
 5)ビタミンE添加群の鉄吸収に及ぼす影響は基礎飼料群に比し,5%塩類を添加しても明らか
 ではなかった。
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 審査結果の要旨
 '本研究は,腸管よりの鉄の吸収に対する食餌に添加した大豆油の影響について,59FeSO4また
 は59FeC13を投与後の血中59F,の測定,および肝内59Feを測定することにより,検討を行っ
 たものである。
 使用したシ・ネズミの基礎飼料は,白米粉+4%ビタミン混合物であり,これに大豆油を3%,
 6%および12%に添加した場合,血中59Feの上昇,および肝内59Fe量は,著るしく増加する
 ことがみとめられた。大豆油の濃度の差によっては,Fe吸収の差はみられなかった。
 その大豆油の鉄吸収増加の因子として,リノール酸,ビタミンEなどについても59Feの吸収に
 対する影響を同様に検討したが,大豆油のFe吸収促進因子は上述の二つのもの以外にも存在する
 であろうという結論に達している。
 従来,鉄の腸管よりの吸収について,大豆油の効果に関する研究は少い。著者の研究はこの方面
 における一つの証拠を与えたもので,今後の此の問題の追求の必要性を指摘した点に意義があり,
 本論文は学位授与に値するものと考える。
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